
日本あちこち河川遡行記（第 290 回）
奈良 1-8. 寺川（その 1）後半 令和 1 年 10 月 2 日（水）曇り

[ 続き ]
京奈和道建設時に架橋した工事用の橋をそのまま残したような橋を越え左岸

側に向かう。土手が歩けないのでしばらく橿原線沿いに南に進み次の交差点で

左折し川に向かう。右足かかとの痛みが気になるので杖を取り出し使用するこ

とにする。先日かかりつけ医に診せ対応を相談したが、高齢によるアキレス腱

と踵の骨との接合部が根をあげているようで当面はだましだましで歩くしかな

い。人間の一生の歩行可能距離（歩数）の限界が近づいたのだろう。歩けそう

なうちは歩くぞ！

三宅町に入り「三河橋」を渡り右岸側を南に向かう。続いて現れた橋の名は

「石見橋」。旧国名の連続である。帰宅して今日歩いた所の地形図「桜井」を

よく視ると有るわ有るわ！但馬（河合町）、石見、三河（三宅町）、武蔵、備

前（天理市）、吉備、豊前（桜井市）と西日本の国がオンパレードである。こ

の地区からかの地に名前が移ったのかそれともかの地の人達がこちらに移り住

んだのか、興味がプンプンしよるで。直ぐに田原本町に入る。川の危険を知ら

せる看板にも三河と石見の集落名が載っている。

　　　　　　　

15.大和平野には全国の旧国名の地名が多いが、ここは三河と石見が

県道 197 号の「八尾大橋」に来ると対岸に大きな寺が見え、川名の元に感じ

られ左岸に向かう。行くな県道だが行くぞ！四国の国道 197 号を想いだす。

「安養寺」の寺の北側の広い墓地にはびっしりと墓石が連なり、その墓石の

色が普通の黒御影石に赤色っぽい赤御影石がアトランダムに混在している。こ

の組み合わせは初めて見る景色で思わずカシャ。
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16.「安養寺」の墓は黒御影と赤御影の墓石が混在している

次の「安養寺橋」は路面の外側の両側に桁が有る下路橋で、その桁に木板の

カバーが付けられている。これでは橋の状況が見えず管理上問題が有る。景観

に配慮したのかもしれないが、やりすぎだね！

　　　　　　

17.木板で覆われた橋桁は管理が困難だぞ

「田原本北中学」では運動会が行われている。最近は春 5 月に運動会を開催

する学校が増えているようだが秋の方が運動会らしく感じられる。橋毎に対岸

に渡り川に沿ってジグザグを繰り返す。

名無しの権兵衛橋で一旦土手道を外れ西の「鏡作神社」に向かう。土手から

坂を下って来ると田原本町のマンホールのカラーバージョンが有ったのでカ

シャ。本流遡行時に見た蓋のカラー版だ。
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18.田原本町のカラーバージョンが有った

最初の小さな交差点の角には近辺の観光絵地図、下ツ道などの説明板と神社

の解説板も有り、休憩できるベンチも有る。大和平野のど真ん中のここ田原本

は周囲にメジャーな史跡が多いのであまり有名な所ではないが、史跡巡りには

落ち着いた所である。

　19.川を離れ「鏡作神社」に向かう

　

20.寺川の西を通る「下ツ道」の解説板　21.これから行く「鏡作神社」の解説

も
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直ぐ西に神社の入り口が有り遠くの拝殿に一礼して東に戻り交差点を右折し

て南に向かう。道沿いの多くの奉納石柱にはメジャーガラス会社の名前数社が

彫られている。

　

22.立派な姿を伝える神社だ　　　　　　23.神社の由来が参道に

南に向かう細い道はかつての「下ツ道」で真っすぐに伸びる道の両側には古

い商家が並んでいる。

　　　　　　

24.「下ツ道」の両側には古い商家が並ぶ

やがて広い道に突き当り素敵な道が無くなる。正面には 3階建ての大屋根が

際立つ役場が聳えている。市役所のように見える立派な格式の有る役場である

田原本町は人口 3万人以上の市になってもおかしく無い規模の町である。川の

西の川面に移る姿は奈良らしいなー。
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　25.町役場前にも下ツ道の解説が　　　26.市役所のように見える奈良風建築

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の田原本町役場

　

　27.川に映える姿は役場には見えないな

大和平野を流れる大和川とその多くの支流の流域の市町村（23）の合計面積

は県全体の 1/4 であるが人口は 9割以上も有る。これだけ南北（もしくは東

西）で人が偏った都道府県は無いだろう。

奈良県の大和平野に有る自治体の現状

自治体
面積

（㎢）

人口

（人）
自治体

面積

（㎢）
人口（人）

市 奈良 276.94 355,350 町 平群 23.9 18,362
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（10） （12）大和高田 16.48 62,489 三郷 8.79 23,381

大和郡山 42.69 85,405 斑鳩 14.27 27,394

天理 86.42 65,942 安堵 4.31 7,358

橿原 39.56 122,422 川西 5.93 8,424

桜井 98.91 55,572 三宅 4.06 6,726

御所 60.58 25,457 田原本 21.09 31,142

生駒 53.15 117,411 高取 25.79 6,882

香芝 24.26 78,542 上牧 6.14 21,484

葛城 33.72 37,028 王寺 7.01 23,733

村

（1）
明日香 24.10 5,339 広陵 16.30 33,606

計（23 市町村） 732.71 1,005,618 河合 8.23 17,369

奈良県全体(38 市

町村）
3,690.94 1,340,070

23 市町村/県全体 24.45% 92.30%

役場の東側の土手道を南に進み次の橋を見て今日の〆とする。西の橿原線田

原本駅に向かう。途中に見た町屋の間の狭い水路や古い街並みと建物のイラス

ト付き解説を見ながら駅に向かう。

　 　　　

28.この水路、風情が有るなー　　　29.町の中心部には建物の解説が

駅に着き西大寺周りで帰るか八木周りで帰るか思案していると橿原神宮行き
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電車がやって来たのでそのまま乗り込み八木経由で帰路につく。どちら周りで

も運賃は一緒である。朝は奈良線経由だったので生駒山を中心に時計回りで 1
周したことになる。

　本日の歩行距離：8.3km。調査した橋の数：20。
　総歩行距離：10,594.7km。総調査橋数：13,639。
　使用した 1/25,000 地形図：「大和郡山」（和歌山 1 号-3）、「桜井」（和歌

山 1 号-4）
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